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サルトル  
文学は何ができるか？ 

 

• アフリカで飢えている子供
たちの前で文学は無力であ
る、 

• 作家たるもの、このような
現実を前にして筆を折らな
ければならないこともある 



• 今にも餓死せんとしている子供の命を、 

「文学」は救うことはできないかもしれない。 

• （イスラエル占領下で、イスラエル軍がパレス
チナ人を殺戮しているとき、「文学」はそれを
止めることはできないかもしれない） 

• その意味では、「文学」はたしかに無力である。 

• しかし… 

• そうであるとすれば、「文学」は、食うに困ら
ない者たちの奢侈のための「余剰」ということ
になる。 



• サルトルの問いを、「文学」もまたその
一部であるところのアート（芸術表現）
一般に敷衍 

• 「アート」は何ができるか？（＝パレス
チナでパレスチナ人が殺戮されていると
き、アートは無力なのか？） 

• パレスチナ（イラク、アフガニスタン
…）をめぐるアーティスティックな表象
を通して、この問いを考える。 

 
 





表象されないイスラエルの攻撃 











• ガザ攻撃 
（キャスト・レッド作戦） 

• 2008年12月27日～
2009年１月17日 

（22日間） 

• パレスチナ人の死者
1400名以上 



• 瓦礫の中の美術展 

停戦直後、ガザの画家たちが、破壊を免れた自分
たちの作品を半壊した建物に持ち寄り、展示。
「瓦礫の中の展覧会」と題し、その写真を世界に
発信。 

            

 

  

それがほかならぬ「美術
展」というアートの形で表
象されねばならなかった
のはなぜか？ 



• アブデッサラーム・シェハーデ監督 

『レインボー』（2005年） 



 

 

 

「大地の慟哭」 

これまで人間はさんざん土地（＝大地）のために
泣いてきたのだから、今度は、大地が人間のため
に泣く番だ 

  





 



 



イメージのないアフガニスタンにイメージ
を与えたかった… 

  ―― モフセン・マフマルバフ      

 



 



 





• Spaciocide （スペイシオサイド） 

 ＝空間の扼殺 

 





 



 



 



シャヒード100の命展 
～パレスチナで生きて、死ぬこと～ 

 



 



 



 



 



 



 



 



 



フランクル『夜と霧』より 
 とうてい信じられない光景だろうが、わた
したちはアウシュヴィッツからバイエルン
地方にある収容所に向かう護送車の鉄格子
の隙間から、頂が今まさに茜色に照り映え
ているザルツブルクの山並みを見上げて、
顔を輝かせ、うっとりとしていた。わたし
たちは、現実には終止符を打たれた人間
だったのに――あるいはだからこそ、何年も
のあいだ目にできなかった美しい自然に魅
了されたのだ。  



 また収容所で、作業中にだれかが、そばで苦役
にあえいでいる仲間に、たまたま目にしたすばら
しい情景に注意をうながすこともあった。たとえ
ば、秘密の巨大地下軍事工場を建設していたバイ
エルンの森で、今まさに沈んでいく夕日の光が、
そびえる木立のあいだから射しこむさまが、まる
でデューラーの有名な水彩画のようだったりした
ときなどだ。 

 



 あるいはまた、ある夕べ、わたしたちが労
働で死ぬほど疲れて、スープの椀を手に、
居住棟のむき出しの土の床にへたりこんで
いたときに、突然、仲間がとびこんで、疲
れていようが寒かろうが、とにかく点呼場
に出てこい、と急きたてた。太陽が沈んで
いくさまを見逃させまいという、ただそれ
だけのために。 



 そしてわたしたちは、暗くもえあがる雲に
おおわれた西の空をながめ、地平線いっぱ
いに、鉄色から血のように輝く赤まで、こ
の世のものとも思えない色合いでたえずさ
まざまに幻想的な形を変えていく雲をなが
めた。その下には、それとは対照的に、収
容所の殺伐とした灰色の棟の群れとぬかる
んだ点呼場が広がり、水たまりは燃えるよ
うな天空を映していた。 

 わたしたちは数分間、言葉もなく心を奪
われていたが、だれかが言った。 

「世界はどうしてこんなに美しいんだ！」 
 

（池田加代子訳、pp .64-66、みすず書房) 



カズオ・イシグロ『わたしを離さないで』 

 



In fact, every time I see sun shines, I feel as if it 
smiles to me. Every time I see those small 
yellow flowers, I like to smile and smile. Every 
time I go to the university, even though 
sometimes I'm obliged to, but I know that in 
the end of the day I'll get out with something 
useful, and most important are the precious 
moments I spend among friends and 
colleagues. Every time I get deeply frustrated 
that much that I suffer a heart ache and 
sometimes I feel that it is my end!  



I open the window of my bed room and 
wonder the sea, the sky; the moon light, and 
the stars ... even darkness has its own 
beauty! Otherwise, I go for my Holy Book, 
read some verses of the words of my Lord, 
come to relax and ... I'm alive! With all those 
frustrations and hopes around it is no 
wonder that next week I will be reading 
with my drama students Valley Song by 
South Africa's anti-apartheid white 
playwright Athol Fugard.  



蒔くことと刈ることと 
サパティスタ民族解放
軍マルコス副司令官の
ガザについての声明 

2009年1月6日 

 

 



2日前、わたしたちが暴力について論じたその日、
合衆国高官の畏れ多いコンドリーザ・ライスは宣
言した、ガザで今起きていることは、パレスチナ
人の暴力的性格ゆえのことであり、彼ら自身に責
任があると 
 

世界の地下を縦横に走る水脈が、世界の地勢を変
えてしまうこともあるというのに、彼らが歌う歌
はいつも同じだ 
 

そして今、わたしたちが耳にしているのは、戦争
と苦しみの歌だ 
 



ここからさして遠くないところ、中東の、
パレスチナの、ガザと呼ばれるその場所、
わたしたちのほんのすぐ傍らで、訓練を積
み重武装したイスラエル政府の軍隊が、死
と破壊の行進を続けている… 
 



アラブ・エクスプレス展：アラブ美術の今を知る 

          2012年 6月16日～10月28日 森美術館 



• 中近東現代美術展（仮称） 

 

2012年6月１６日～10月8日（予定） 森美術
館 

モアタッズ・ナスル Moataz Nasr （エジプト生まれ、在住） 

Cairo walk, 2006 



• 中近東現代美術展（仮称） 

中近東現代美術展（仮称） 
 
 

 

アマール・ケナーウィ Amal Kenawy （エジプト生まれ、在住） 

Silence of the Lambs, 2010 



• 中近東現代美術展（仮称） 

中近東現代美術展（仮称） 
 
 

 

 

2012年6月１６日～10月8日（予定） 森美術
館 

ハサン・ミール Hassan Meer （オマーン生まれ、在住） 

 Wedding-1, 2011-12 



• 中近東現代美術展（仮称） 

中近東現代美術展（仮称） 
 
 

 

 

2012年6月１６日～10月8日（予定） 森美術
館 

シャリーフ・ワーキド Sharif Waked (イスラエル生まれ、在住） 

To Be Continued, 2009 



• 中近東現代美術展（仮称） 

中近東現代美術展（仮称） 
 
 

 

サーディク・クワイシュ・アル・フラージー Sadik Kwaish Alfraji  
（イラク生まれ、オランダ在住） 

The House that My Father Built, (once upon a time), 2010 



 


